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（五）　会計監査と財産目録・付属明細書（承前）
1　付属明細書とスケジュール
次に、鈴木小委員長は財産目録の問題を取り上げ、まず商法の付属明細書は証取
法のスケジュールと同じものなのかと問題提起をした。
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「それからもう一つ、先ほど問題になりました財産目録なんですが、私はよくわ
からないのですが、財産目録は商法の計算書類の付属明細書と言っているものは、
一体証取法で言われるスケジュールというものと同じものなのですか。」（法務大臣
官房司法法制調査部・法制審議会商法部会小委員会第 12回会議議事速記録 121頁）
これに対し、大住委員は、違うとした。
「違うでしょう。」（同速記録 121頁）
2　付属明細書の趣旨
その上で、鈴木小委員長は、昭和 25年に付属明細書は、取締役の責任追及の材
料を与えるということで書いたのだと、その導入の趣旨を明かした。
「われわれが昭和二五年にあれを入れたときは、結局取締役の責任追及の材料を
与えるといったような意味で書いて・・・。」（同速記録 121頁）
これに対し、大住委員は、付属明細書は帳簿閲覧権に限るものとして導入された
のではないかと反論した。
「帳簿閲覧権に限るべきものとしてつくったんじゃないですか。」（同速記録 121
頁）
しかし、鈴木小委員長は、帳簿閲覧権は、むしろ代表訴訟の材料を得るという関
係からできたものだと、先の主張を繰り返す傍ら、付属明細書という言葉自体が何
か少し言い過ぎのような感じがするとした。
「それはそうだと思うんですけれども、帳簿閲覧権は何のためにやるかといった
ら、むしろ代表訴訟とか何とかいったことの材料を得るという関係。だからたとえ
ば取締役と会社との間の取引だとか、エトセトラの不当なというか、業務執行的な
ものの違法性のチャンスになるようなものを与えようといったことからできたも
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のじゃないのかという感じがするんです。これは何か付属明細書ということば自
身が何か少し言い過ぎのような・・・。」（同速記録 121～122頁）
そして、鈴木小委員長は、だからその内容をすっかり直さなくては、財産目録で
は間に合わない、貸借対照表や損益計算書だけではわからないものを出しなさいと
いうことにしなければ目的は達せられないのではないかとした。
「だからこれ自身の内容をすっかり直さなくちゃあ合わないだろうと思うんだ。
つまり、逆に言うとさっきおっしゃったように、そういう性格のものがないんだか
ら財産目録で間に合わせるんだというけれども、間に合わないんじゃないですか。」
（同速記録 122頁）
「いや、詳しいものだというけれども、書いてないものもあるわけでしょう。」
（同速記録 122頁）
「だからある意味で言えば、貸借対照表の説明書みたいなものでしょう。」（同速
記録 122頁）
「そういうもので、いまの財産目録を残せというよりは、やっぱりほかのもの、
つまり貸借対照表や損益計算書だけではわからんものを出しなさいということに
しなければ目的は達せないわけでしょう。」（同速記録 122頁）
このような鈴木小委員長の意見に対し、大住委員は、性質は同じようなもので財
産目録の付属明細書で間に合うし、書いてないものは貸借対照表、損益計算書で分
かると反論した。そして、もし直すというのなら、商法第 33条の項を整理して第
281条に持ってくれば、抽象的な意味における企業会計原則とも合うのではないか
と提言した。
「性質は同じものじゃないですか。」（同速記録 122頁）
「間に合わないことないでしょう。ほんとうにスケジュールというもの、財産目
録はもっと詳しいものだという意見によればねえ。」（同速記録 122頁）
「書いてないものは貸借対照表、損益計算書でわかるんだから。わからないもの
はもっと詳しく書けと、こういうことです。」（同速記録 122頁）
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「わかるものでも書いてあるんですねえ。」（同速記録 122頁）
「ですからもし直すんならば、第三三条の項を整理して第二八一条に持ってくれ
ば、会計原則とも合うんじゃないでしょうか。抽象的な意味における企業会計原則
というものとも。」（同速記録 123頁）
鈴木小委員長と大住委員とでは、付属明細書についてのイメージ・認識に違いが
あると思われる。
（六）　各種書類の作成・提出・監査
1　監査報告書の作成・提出
ついで、鈴木小委員長は、決算後総会までの 3カ月の間に監査報告書の作成・提
出が間に合うのかと決算期後の時間的余裕を問題にした。
「それが三ヵ月の間にできるのかどうかという問題もある。」（同速記録 123頁）
また、鈴木小委員長は、ただ総会へ出せばいいというのか、株主に送付しなけれ
ばならないのかと、監査報告書の提出先につき問題提起をした。しかし、後者につ
いては、そうすると印刷時間も相当かかるのであり、無理ではないかと懸念した。
「それからもっと言えば、それを出せということになって、ただ総会へ出せばい
いのか、株主に送らなければならないのか。そうすると印刷の時間が相当かかる。
それでもやれと言って無理でないのか。その程度のことはあきらめるなり、公認会
計士が中身としては見ているのだから、それでいいということにしてくれというこ
とにするか。」（同速記録 123頁）
これに対し、大住委員は、実際は決算後 3ヵ月より前に作っていると実状を明か
した。
「決算後三ヵ月以内で・・・、しかし実際はもっと早くつくっていますね。」
（123頁）
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2　一覧表の作成
そして、大住委員は、帳簿はいろいろの補助簿でやっているのだから、一つに纏
めておく必要があると強調するとともに、これを公認会計士や監査役が監査すると
なれば、それは総会前にやらなければいけないとした。
「しかし、帳簿というのは、いろいろ補助簿でさんざんしているんですから、一
つにまとめておくということは必要じゃないんですか。」（同速記録 123頁）
「公認会計士なり監査役が見るとすれば、総会前にやらなければいけないでしょ
う。」（同速記録 123頁）
しかし、鈴木小委員長は、まとめの必要性を認めつつも、株主総会までに纏める
必要性については重ねて懸念を示した。
「まとめることは必要だけれども、総会までにやらなくちゃいかんのかというこ
とです。」（同速記録 123頁）
また、経団連の金子委員は、この問題はまだ実際上そこまで詰めてないとすると
ともに、財産目録は現在会社は作っていないと述べた。
「この問題はまだ実際上そこまで詰めてないんですねえ。おそらく会社にもより
ますが、相当時間も食うし、どういうふうになりますかねえ。財産目録というのは
皆さん御承知のとおり現在実際に会社はつくっていないわけですね。」（同速記録
123頁）
これに対し、大住委員は、財産目録という名前は使っていないけれど、作成して
いると反論した。
「つくってはいるけれども、出していないんですよ。財産目録という名前は使っ
ていないけれども・・・。」（同速記録 124頁）
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これを聞いて、鈴木小委員長は、それは帳面の中に書いてあるということかと質
した。
「だから帳面の中に書いてあるというんですよね。」（同速記録 124頁）
これに対し、大住委員は、それ以外に一つに纏めた表を作っている。これを調べ
ないと、貸借対照表の内容が財政状態を正確に表わしているかどうかわからない
と、一覧表の必要性を重ねて指摘した。
「それ以外に表はつくっていますよ。」（同速記録 124頁）
「これを調べないと、貸借対照表の内容が財政状態を正確にあらわしているかど
うかということはわからないですよ。」（同速記録 124頁）
これに対し、金子委員は、内訳表は全部あるが、それを纏めることが時間内にで
きるかは、もう少し詰めてみないと難しいとした。
「内訳表は全部あるんです。それをまとめるのは時間的にどうだという問題。も
う少し詰めてみないとむずかしいですね。」（同速記録 124頁）
「それは帳簿もありますし、調べようとすればわかるでしょうね。ただ付属明細
書あれを言いますと、特別にあれをつくりますので、相当時間がかかると思いま
す。」（同速記録 124頁）
しかし、鈴木小委員長は、その分量は、相当なものになるので、それを総会前に
準備することは大変で、財産目録同様に、会社に備置いて開示するということ以上
には出ないだろうと、消極的意見を述べた。
「何ページぐらいのものになるか知らないけれども、二ページや三ページのもの
じゃないでしょう。」（同速記録 124頁）
「それだけのものを印刷して、八万部か何か知らないけれども、送らなければな
らんとなったら、たいへんなことだと思うな。」（同速記録 124頁）
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「少なくとも財産目録と同じことにして、会社に据え置いて閲覧に供するという
こと以上には出ないでしょうね。」（同速記録 125頁）
大住委員も、各勘定内訳表が 2～3頁になることは認めるが、それを監査対象に
するか、総会に出すかは別問題だと述べた。
「各勘定内訳表が二ページか三ページになりますからね。」（同速記録 124頁）
「監査の対象にするかどうか、総会に出すかどうかは別問題ですから・・・。」
（同速記録 125頁）
そして、金子委員は、それは、必要があれば閲覧して貰うということとなってい
るが、株主に送付するということは従来していないし、将来もする積もりはないと
述べた。
「それは株主にいちいち送るということは従来もいたしておりませんし、今後も
するつもりはないでしょう。必要があれば閲覧していただくというふうにはなっ
ております。」（同速記録 125頁）
3　謄本の請求
これに対し、大住委員は、謄本請求ができるのではないかと指摘した。
「謄本請求できるんじゃないですか。」（同速記録 125頁）
しかし、金子委員は、そういう話があればできるが、ほとんどそういう事例はな
いと反論した。
「そういうお話があればできますが、ほとんどそういう事例がないんです。逆に
それを出版されて販売しているということもあります。」（同速記録 125頁）
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4　立法当時の事情
他方、法務省の田辺幹事は、3月決算会社は、総会までに作れということだった
と、立法当時の事情を説明した。
「三ヵ月のところは、総会までにつくれということだったんです。」（同速記録
125頁）
しかし、大住委員は、占領軍司令部の見解はそういうことであったが、それはで
きないということで、3ヵ月で妥協したと明かした。
「指令部ではそういうことだったんですが、それはできないということで、三ヵ
月で妥協したんです。」（同速記録 125頁）
この大住委員の意見に対し、鈴木小委員長は、当時は権力者に楯突いて言ったけ
れども、今は違うということかと皮肉った。
「あのときには言ったけれども、いまは違うと・・・。権力者に対してはたてつ
くけれども・・・。」（同速記録 125頁）
5　適正基準
次に、金子委員は、適正書類の問題が企業会計審議会や経団連で議論されたが、
そこでは、計算書類が法令及び定款に従ってつくられているということだけでいい
のではないか、またその適正の基準が実際どうなるか、その辺少し詰めないといけ
ない、二重ではないかなどの意見が出たと紹介した。
「それから適正書類の問題ですがこれなどは会計審議会において大分問題になっ
ておりますね。まだ議論がございますね。経団連でもこの問題がちょっと出まし
て、上の計算書類が法令及び定款に従ってつくられているということだけでいいの
ではないか。適正に収支しているかどうかを見る。その適正の基準が観念的には
わかるんですが、実際問題どうなるか。その辺少し詰めないかということ。二重で
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はないかという議論も経団連の中にはあるんです。」（同速記録 126頁）
これに対し、草島幹事は商法監査の場合の会計処理の基準として法令以外に、調
整を要するにしても、企業会計原則があると主張した。
「そういう意味において背後に、法令以外に会計処理の基準として商法監査の場
合にもはっきりしていただきたいという要望がされているわけでございます。し
からば現在の企業会計原則はそのままそうだというためには、しかるべき調整はど
うしても行なわなければならないと。そしてそれがあった段階においてというこ
とでございます。」（同速記録 126頁）
これらの意見を聞いて、鈴木小委員長は、直すとすると今国会は間に合わないと
危惧を表明した。
「とにかく直すんだったら、今国会は間に合わないな。（金子委員退席）一年か
かれば何とかやるでしょうけどもね。」（同速記録 126頁）
6　財産目録と監査
これに対し、大住委員は、財産目録に代わるべきものが付属明細書であるとの立
場から、付属明細書ができないとすれば財産目録だけでも監査の対象にしろという
のが自分の考え方だと述べた。
「財産目録にかわるべきものが付属明細書ですね。付属明細書がなかなかできな
いとすれば、財産目録だけでも監査の対象にしろというのがぼくの考え方です。」
（同速記録 126頁）
これに対し、鈴木小委員長は、財産目録に当たるものが帳簿に書かれているのだ
から、それは当然監査の対象になるとした。
「だから財産目録にあたるものが帳簿に書かれているんだから、それは見ます。
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監査の対象に当然なるわけですね。あるいは対象なのか、手段なのか知らないけれ
ども。」（同速記録 126頁）
これを聞いて、大住委員は、一つに纏めた表ができていなければ調査するのは大
変であり、これを作成すべきであると、先の主張を繰り返した。
「まとめておかないとね。あとでトレースするのでは、わからなくなっちゃうん
じゃないですか。たくさんちらばっているんですから、一つにまとめておかない
と、あとでこれは調査したのかどうかということは証明できないんです。見まし
た、見ませんというのは水掛け論になってしまいます。まとめておけば、ここにあ
るじゃないかということですぐわかります。責任をのがれるためにもそういうこ
とが必要じゃないですか。帳簿を引っくり返すのはたいへんですよ。財産目録と
言うか言わないかは別問題として、表ができていなければ調査するのはたいへん
じゃないですか。」（同速記録 126～127頁）
「財産目録ができるかどうかということは別問題です。貸借対照表には売掛金な
ら売掛金と書いてあるだけで、その売掛金の債務者別ですね。これは帳面に書いて
あるでしょう。これを一つにまとめておいたほうが、あとでトレースするにも便利
じゃないでしょうかねえ。そういう意味で財産目録というのは貸借対照表にすべ
きだと考えております。」（同速記録 127～128頁）
「貸借対照表に書かれる勘定科目の内訳が、帳面と合っているかどうかというの
は、帳面から抜き出して表をつくらなければわからないでしょう。」（同速記録 128
頁）
「監査の対象には当然なると思うんですよ。で、帳面で監査をするのはたいへん
じゃないですか。全部帳面から引き出して、一つの表をこしらえておけばいいん
じゃないですか。」（同速記録 128頁）
しかし、鈴木小委員長は、大変かどうかは分からないとした。
「それは私も分かりませんけれども。たいへんであるのかたいへんでないか、あ
るいはそのために監査が少しルーズになるかどうか知らないけれども・・・。」
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（同速記録 127頁）
この点につき、草島幹事は、貸借対照表の内訳を表示した財産目録のようなもの
は、現状では何もなく、何処にあるか分からないのであり、そのような財産目録に
基づいて貸借対照表を作成するというような形のものを想定しているとすれば、そ
れはそうではないと反論した。
「その点は企業会計審議会でも、財産目録というものがいままでのお話のよう
な、貸借対照表の内訳を示した一定の記載要件に従って表示されたものが何かこの
規定にあるとおりに、二週間前までに本店に備え置かれているという状態で、これ
を監査すべきものであるということであれば、私は別に異論ないと思います。しか
し、現状ではそういうものが何もない、どこにあるかわからんという状態でござい
ますし、しかもその財産目録に基づいて貸借対照表を作成するというような形のも
のを想定しているとすれば、そうではないという趣旨でございます。ですからいま
の付属明細書に・・・。」（同速記録 127頁）
と同時に、草島幹事は、貸借対照表の内訳を表すものとして財産目録が規定さ
れ、それは関係者に見せるためのものに別途つくるということで、その記載要件は
これこれだよということになれば、監査の対象にして何ら差し支えはないと、財産
目録を監査の対象とすることに賛成した。
「そういうものとして財産目録が規定され、それは関係者に見せるためのものに
別途つくるということで、その記載要件はこれこれだよということになれば、監査
の対象にして何ら差しつかえはないということだと思います。」（同速記録 128頁）
7　今後の審議の進め方
ここまでの議論を見て、鈴木小委員長は、三人で幾ら議論しても、実質的にこう
だと言ってしまうわけにはいかないので困まると、困惑を示した上、この問題は結
局その形で監査ができるように、帳簿の体系、処理の方法をお互いに打ち合わせを
してやることだろうと思うので、それは実際監査に当たっている公認会計士に実際
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にどうやっているのかと、聞いて貰うことにしようと提案した。
「ええとねえ・・・。困るんだな。三人で幾ら議論しても、実質的にこうだと言っ
てしまうわけにはいかないんで、困っちゃうんですね。」（同速記録 127～128頁）
「おそらくその形で監査ができるように、帳簿の体系というふうなもの、処理の
方法をお互いに打ち合わせをしてやることだろうと思うんです。できないような
ことでは困るんだから、できるようにするだろうと思うんだけれども、それをどう
いうふうにまで法律の上で書くのかという問題じゃないかと思うんです。監査を
するについて、どこまで会社の協力を要請するかという問題の一つだろうと思うん
ですよ。」（同速記録 128頁）
「それはひとつ公認会計士、実際監査にあたっているほうに聞いてもらいましょ
うかね。実際にどうやっているのかと・・・。」（同速記録 129頁）
また、草島幹事は、財産目録の監査そのものということになると、いちいち合っ
ているかどうかという話が強く出てくるが、それは、抽出という形でやっている現
在の監査の体系とは離れていると、指摘した。
「それはむしろ監査のほうから言いますと、残高の確認という部類に属するかと
思います。その場合、すべての残高を精細、綿密に内訳を全部あたって間違いなし
にあるという形で監査はやっていないわけです。抽出の形でしております。ある
部分をとって見て、サブトータルに合っている。それが幾つか合えば、全体として
は合っていることにしようと。まあこういうような感じでございますから、いまの
財産目録の監査そのものということになりますと、いちいち合っているかどうかと
いう話が非常に強く出てまいります。現在の監査の体系とはちょっと離れている
と思います。」（同速記録 129頁）
ここでまた、鈴木小委員長は、小委員会の方向などということを言えない状況に
なってしまったので、これで審議を打ち切るか、あるいは最後のところまで問題点
がどこにあるかということを見ておくかと、財産目録についての小委員会での審議
の進め方につき意見を求めた。
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「どうでしょう。ざっと見ますか。どうも小委員会の方向はどうだ──などとい
うことを言うには、あまりに体をなさなくなっちゃったんで・・・。これで打ち切
るか、あるいは最後のところまでわれわれだけで問題点がどこにあるかということ
を見ておきますか。」（同速記録 129頁）
これに応えて、大住委員は、実質的にはこれでいいのではないか、字句をどうす
るかという問題だけではないか。どうしても削らなくちゃならんというものを考
えたらいいのではないかとの意見を述べた。
「実質的にはこれでいいんじゃないかと思います。字句をどうするかという問題
だけじゃないですか。どうしてもいけない。削らなくちゃならんというものを考
えたらいいんじゃないですか。」（同速記録 129頁）
（七）　定時総会への出席・意見の陳述
試案第十一の七の 8
会計監査人は、次の場合には、定時総会に出席して意見を述べなければならない。
（一）　計算書類が法令又は定款に適合するか否かについて、会計監査人の意見と監
査役の意見が異なる場合
（二）　定時総会において会計監査人の出席を要求する決議がされた場合
（理由）　定時総会における計算書類の審議の適正をはかるため、会計監査人は、定
時総会に出席して意見を述べなければならないこととするものである。
まず会計監査人の定時総会への出席に関し、鈴木小委員長は、それをあくまでも
阻止したいという意見があるようであるが、この程度はしょうがないと言えないか
との感触を述べ、意見を求めた。
「8のところで定時総会の出席をあくまでも阻止したいという意見があるようで
すけれども、これはこの程度はしょうがないと言いますか、これ以上のことを後退を
求めること自身がおかしいような気もするんですがねえ。」（同速記録 129～130頁）
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これに対し、大住委員は、同じ時に開催されると、待機していなければならない
ことになるので、5つも 6つも持てないことになりはしないかと危惧した。
「これもあまり厳格に解釈しますと、同じときに行われますと五つも六つも持て
ないことになりますね。待機していなければならない。」（同速記録 130頁）
しかし、鈴木小委員長は、そういう提案は多数決で葬れるし、かりに負けても継
続会にすればよいのであり、待機している必要は無いと反論した。
「待機していなければいかんですかねえ。問題から言えば、待機していなくたっ
て、継続会にしたらいいでしょう。会社が困るからいてくれということを言うかど
うかしらんけれども、そんなもの絶対的にそういう提案が出てきても多数決で葬れ
るという自信があれば、そんな者くる必要ないと言うでしょうし・・・。どうして
も負けちゃったら継続会という形にする。」（同速記録 130頁）
これに対し、大住委員は、委任状の場合は、公認会計士を総会に呼ぶか呼ばない
かまでは委任していないとし、そのような提案を多数決で葬ることは難しいだろう
と示唆した。
「委任状はどうでしょう。呼ぶか呼ばないかまではおそらく委任してないでしょ
う。」（同速記録 130頁）
これに対し、鈴木小委員長は、呼ばないで賛成というのが合理的な解釈ではない
かとした。
「ぼくは合理的な解釈から言えば、呼ばないで賛成だというのが、賛成の趣旨
じゃないかと思います。」（同速記録 130頁）
大住委員は、これを弁護士的解釈・意見だと揶揄し、検査役、公認会計士を出席
させるかしないかと、そこまで考えていないんじゃないかとした。
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「弁護士的解釈ですね（笑声）」（同速記録 130頁）
「どうも弁護士的意見で・・・。白紙委任状のない会議で、議決権の代理行使に
関する介入では、そこまで考えていないんでしょう。」（同速記録 130頁）
「検査役、公認会計士を出席させるかしないかと、そこまでは考えていないん
じゃないですか。」（同速記録 131頁）
鈴木小委員長は、それが健全な常識的解釈だと反駁したが、検査役、公認会計士
を出席させるかしないというようなことは、考えていないだろうとした。
「健全なる常識的解釈です。」（同速記録 130頁）
「そんなもの考えていないでしょう。」（同速記録 130頁）
そして、鈴木小委員長は、そうだったら、継続会にするか、延会にするかという
ことも無いことになってしまうし、全部書けと言われたら、支障なく終わらせると
いう意図があったと言わざるを得ないことになる。株主が出席してくるような株
式会社でなければそうはならないと指摘した。
「だったらもう継続会にするか、延会にするかというのだって、みんなないこと
になっちゃいますねえ。」（同速記録 131頁）
「全部書けと言われたら、何らの支障なく終わらせろということの積極的な意図
があるものだと言わざるを得ないんじゃないですか。」（同速記録 131頁）
「だから実質的な株式会社だけですね。株主が皆さん出てくるようなところでな
くちゃだめ。そうはならない。」（同速記録 131頁）
大住委員も、そうなると、印刷もやり直さなければならないことになり大変だ
し、また株主総会が法律が意図している通りに行なわれないことになるとの危惧を
述べた。とともに、そうなると 5つも 6つも持てなくなると指摘した。
「そうなるとたいへんです。印刷は全部できておりますから、やり直さなければ
ならない。」（同速記録 131頁）
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「そうなると株主総会というのは、法律が意図しているように行なわれないとい
うことになってしまう。」（同速記録 131頁）
「五つも六つも持てないということになるでしょう。」（同速記録 131頁）
ここで、鈴木小委員長は、この問題について、この日の審議の打ち切りを提案し
た。
「それではしょうがありませんから、きょうはこれだけにしましょうか。」（同速
記録 131頁）
これに対し、大住委員は、どうしても直さなければならないところだけは審議し
ようと審議打ち切りに反対した。
「いや、しましょうよ。（笑声）どうしても直さなければならんというところだ
けひとつやりましょう。」（同速記録 131頁）
しかし、鈴木小委員長は、直さなければならないところはあまりないとし、次の
問題に移行した。
「直さなければならんところはあまりないんじゃないですか。」（同速記録 131頁）
（八）　会計監査人の責任
試案第十一の九
1　会計監査人は、その職務を怠ったときは、会社に対し連帯して損害賠償の責
任を負う。
2　会計監査人は、重要な事項について第七項の 2の報告書に虚偽の記載をした
ときは、自己及びその使用人が監査に関し注意を怠らなかったことを証明しな
い限り、第三者に対し連帯して損害賠償の責任を負う。
3　 1または 2の場合において、取締役または監査役も損害賠償の責任を負った
ときは、会計監査人並びにその取締役及び監査役は、連帯債務者とする。
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（理由） 会計監査人の職務の重要性にかんがみ、その会社及び第三者に対する責
任について定めるものである。
1　会計監査人は、その任務を怠ったときは、会社に対し連帯して損害賠償の責
任を負わなければならないこととするものである。
2　会計監査人による監査が適正に行なわれることは、会社以外の第三者の利益
の保護のために必要であるから、会計監査人は、重要な事項についてその報告
書に虚偽の記載をしたときは、自己及その使用人が監査に関し注意を怠らな
かったことを証明しない限り、第三者に対し連帯して損害賠償の責任を負うこ
ととするものである。
3　 1又は 2の場合において、取締役又は監査役も会社又は第三者に対して損害
賠償の責任を負うときは、会計監査人並びにその取締役及び監査役を連帯債務
者とし、求償関係を明らかにするものである。
1　商法 266条ノ 3第 1項との比較の必要
大住委員は、重要事項につき報告書に虚偽の記載をした場合の、会計監査人の
第三者に対する責任を定める試案の規定（第十一の九）は、商法第 266条ノ 3第 1
項に比べて過酷ではないかと問題提起をした。
「九の二は二六六条ノ三第一項の後段と比べて少し酷に過ぎるのじゃないかとい
う気がいたします。二六六条ノ三第一項の後段については無過失責任だと言う者
もあるし、前段がかかるんだという説もあるし、挙証責任についても必ずしも説は
一致していないんです。これは挙証責任が公認会計士になってしまって、経過失に
ついての責任を負うんだという二六六条ノ三第一項後段がはっきりしているなら
ば、むしろこっちのほうが軽いんですね。二六六条ノ三第一項後段についてはまだ
定説がないんじゃないですか。」（同速記録 132頁）
これを聞いて、鈴木小委員長は、この試案の規定をやるときには、商法 266条
ノ 3第 1項の検討というもう一つの問題があるということを確認した。
「これをやったときに、あちらをそのままにしておくかどうかという問題が一つ
261
明治大学　法律論叢 87巻 2・3号：責了 book.tex page262 2014/12/17 10:34
法律論叢 87巻 2・3合併号
あるわけですね。」（同速記録 132頁）
大住委員も、この試案の規定を検討するときには、商法 266条ノ 3第 1項後段
をはっきりさせる必要があるとした。
「それをやっぱり一緒に・・・、第三者に対する責任ですね。二六六条ノ三第一
項後段をはっきりする必要があるんじゃないですか。
実質で違いますね。故意、軽過失、重過失、かかるんだという・・・。かからな
いで無過失責任だという、またかかるんだとしても、挙証責任はどっちにあるんだ
という問題がありますね。無過失責任だとすると、九の 2がかかるんですね。過失
責任だとすれば二六六条ノ三は当然経過失なんだね。」（同速記録 132頁）
そこで、鈴木小委員長は、大住委員に、実質的に書き直すとしたら、それはどれ
かと質した。
「実質的に書き直すとしたらどれがいいですか。」（同速記録 132頁）
2　悪意または重過失
これに対し、大住委員は、挙証責任は請求者にあること、また悪意、重過失といえ
ば軽過失の責任を負わないというふうにあるべきだと考えていることを明かした。
「不法行為の特則だと思いますから、挙証責任は請求者にある。それから故意、
重大なる過失と言えば、一般の不法行為にならない場合には経過失の責任を負わな
いんだというふうにあるべきだと思っているんです。」（同速記録 132～133頁）
しかし、鈴木小委員長は、そんな規定はなくても同じではないかと反論した。
「なくても同じことでしょう。」（同速記録 133頁）
「もし公告をなしたる場合に、悪意または重大な過失があるときは、その取締役
は第三者に対しても連帯し損害賠償の責めに任ず──というのは同じことを書く
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わけですからねえ。」（同速記録 133頁）
これに対し、大住委員は、あるほうが親切だと再反論したうえ、とにかく一致し
てもらいたいと要望した。
「同じことかもしれないけれども、あるほうが親切です。」（同速記録 133頁）
「とにかく一致してもらいたいというふうに考えているんです。」（同速記録 133
頁）
しかし、鈴木小委員長は、納得せず、目論見書に間違った記載をすれば、それは
多くの場合においては、当然重大な過失になるとした。
「見ようによれば、ここに書いてあるような目論見書に間違った記載をすれば、
それは多くの場合においては、当然重大な過失になる・・・。」（同速記録 133頁）
これに対し、大住委員は、無過失という説もあると指摘する。
「無過失という説もあるでしょう。」（同速記録 133頁）
鈴木小委員長も、文字どおり読めば、それが無過失であると認める。
「ええ。文字どおり読めば無過失ですよね、これは。」（同速記録 133頁）
「いや、だって『とき』というところに持っていくでしょう。『過失ありたると
きは』というのと、『公告をなしたるとき』というのと、ときをくっつけてしまえ
ば、『なしたるとき、その取締役は第三者に対しても連帯し損害賠償の責めに任ず』
と、文字どおり読めば無過失でしょうね。」（同速記録 133～134頁）
しかし、大住委員は、そうなると立法論として、これにだけ無過失責任を課すの
は均衡上どうかという疑問も生じるとする。
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「そうなりますか。あるいは後段は実例を示したんだということになると、悪意
または重大な・・・。」（同速記録 133頁）
「そうすると立法論として、これだけに無過失責任を課すのは、均衡上どうかと
いう問題が起こってくるでしょう。」（同速記録 134頁）
「故意、重大なる過失の一つの例示にすぎないということにすれば、九の 2は、
公認会計士のところは少し重過ぎるのではないかと思います。」（同速記録 134頁）
これに対し、鈴木小委員長は、考え方によっては無過失という必要もないと指摘
する。
「そうなってくると二六六条自身を直さなければならんのかもしれないんです
よ。二六六条も違法配当なら違法配当は無過失責任だという形に読んじゃってい
る説が通説である・・・。だからこれは日本的な論理から読んでいる読み方で、ア
メリカ式の形から言えば、この文句の感じは、念を押しているだけのことなんで、
ちっとも原則がかわっているんじゃないんだという考え方をすれば、別に無過失と
いう必要も何もないわけですね。」（同速記録 134頁）
とともに、根本的に考え直さなければならないかもしれないとの考えを示した。
「根本的に考えなければいかんかもしれませんね。」（同速記録 134頁）
3　監査役・公認会計士・取締役の責任の調整
ついで、大住委員・味村幹事・鈴木小委員長との間で監査役・公認会計士・取締
役の責任の調整問題につき次のように議論された。
大住委員「とにかく被害者はどこまで広がるかわからないんですね。」（同速記録
134頁）
味村幹事「この点は大分前の小委員会で、二六六条の三の準用が一体どうなるの
かということで、いろいろ議論していただいたわけですが、そのときにははっきり
した結論は出ませんでした。監査役の責任だけを公認会計士に合わせるならこと
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は簡単ですが、取締役までということになりますと・・・。」（同速記録 134頁）
大住委員「解釈上は同じにしてもらいたいと思うんですね。」（同速記録 135頁）
味村幹事「二六六条ノ三だけで済めばいいわけですけれども、二六六条のほうま
できますというとこれは・・・。」（同速記録 135頁）
鈴木小委員長「そう簡単じゃないですね、すべてがね。」（同速記録 135頁）
大住委員「これは協会から意見が出そうだと思うのですが、出ておりませんね。」
（同速記録 135頁）
味村幹事「経団連から出ております。」（同速記録 135頁）
大住委員「これをやられたらちょっと打ち切れないんですよ。」（同速記録 135頁）
草島幹事「内部ではそういう議論が大分あったということを聞いております。」
（同速記録 135頁）
鈴木小委員長「第三者に対する責任だと考えれば『故意または重大な過失』でも
いいのかもしれませんけれどもね。どっちにしても、いろんなところを合わせてお
かないと、ちょっとまずいな。」（同速記録 135頁）
大住委員「何かありますか。」（同速記録 135頁）
田辺幹事「結論的には谷口助教授は、実際上の効果はあまりないように言ってお
られますね。虚偽性の立証で原告側はたいへん困難だと。資料は会社が持ってい
るんで、それを全部立証しなければならないという責任だけは残っているから、故
意、過失の立証責任を向こうが持っているから、あまり効果がないということで
す。」（同速記録 135頁）
大住委員「損害の額の立証ですね。」（同速記録 136頁）
田辺幹事「それから担保能力が十分じゃないし、独立性が弱いということ。」
（同速記録 136頁）
鈴木小委員長「会計士が被告になっていると、裁判所から会社に対して文書提出
命令は出せませんか。虚偽かどうかということを見るために、出せないんだろうな
あ。出しても出さなくてもかってだということになるでしょうね。」（同速記録 136
頁）
田辺幹事「それから転換責任を認めるのは当然だとおしゃっております。」（同速
記録 136頁）
大住委員「それは債務不履行と間違えているんじゃないですか。」（同速記録 136
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頁）
味村幹事「谷口助教授の言われるのは、大体虚偽の記載が貸借対照表にあれば、
裁判所としては事実上の過失を推定をしちゃう。それをくつがえすには公認会計
士のほうが、私はちゃんとやりましたということを証明しなければならない。そう
いう意味では同じことになるだろうという趣旨だと思いましたけれども。まあ実
際訴訟の動き方としてはそうなるんじゃなかろうか。貸借対照表のかしが非常に
軽微であれば別ですけれどもね。非常に大きければそうなるんじゃないかと思い
ます。それほどのドラスチックな規定でもないと思っておりますけれども・・・。
ただ監査役との・・・。」（同速記録 136頁）
大住委員「二六六条ノ三と関連があるかどうかしりませんけれども、何かこれに
関連あるように思えたんで、責任を重くするなら重くしてもいいし、軽くするなら
軽くしてもいいけれども、とにかく二六六条ノ三を議論の起こらないようにはっき
りさせてもらいたいというのが私の希望なんです。」（同速記録 136～137頁）
味村幹事「現在取締役の責任と監査役の責任とは必ずしもパラレルになっていな
いわけで、取締役のほうは無過失責任、監査役のほうは過失責任ということになっ
ておりますから、監査役のほうだけ手当てをするということも、あながちおかしく
ないと思います。」（同速記録 137頁）
この味村幹事の意見が出たところで、小委員会として見解を統一することは出来
ないと見てか、鈴木小委員長は、この日の審議の打ち切りを宣言した。
「それではきょうはこれまでにしておきまして、年が改まってから聞くことにい
たしましょう。」（同速記録 137頁）
おわりに
第十二回小委員会では、まず午前中、試案第十一の一の大会社の特例のうち会計
監査人監査の導入を巡る諸問題、すなわち会計監査人監査の対象会社の範囲、会計
監査人の選任、解任等につき個別的に審議が行なわれ、ついで、午後には、会計監
査人監査の担い手となる公認会計士協会の意見を同協会会長等松参考人から聞い
た上、会計監査人監査の受け入れ体制という側面から審議が行なわれた。
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他方、会計監査人監査の問題は、証取法監査に関する事項でもあるので、その担
当官署である大蔵省の意向、あるいはその下に設置された企業会計審議会の審議状
況にも配慮しながら、慎重に審議が進められた。しかし、小委員会としての統一意
見の形成には至らないままこの日の審議は終了した。
（明治大学名誉教授）
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